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木
曽
馬
の
大
地
主
と
し
て
、
ま
た
、

伯
楽
と
称
す
る
馬
医
と
し
て
江
戸
中

期
か
ら
大
正
初
期
に
わ
た
り
大
変
栄

え
た
。
建
物
は
木
造
一
部
二
階
建
て

切
妻
造
り
。
１
８
６
５
年
（
慶
応
元
）

か
ら
２
年
を
か
け
て
建
て
ら
れ
た
。

木
曽
五
木
を
使
用
せ
ず
、
ケ
ヤ
キ
や

ツ
ガ
を
使
い
優
美
な
風
格
を
醸
し
出

し
て
い
る
。

　
１
９
９
４
年
に
長
野
県
宝
指
定
。

　
寒
中
に
な
る
と
西
野
川
右
岸
の
水
が

凍
り
つ
き
、
白
川
氷
柱
群
が
姿
を
現
す
。

こ
の
氷
柱
群
は
幅
約
２
５
０
ｍ
、
高
さ

は
最
大
50
ｍ
に
も
達
し
、
氷
の
青
と
雪

の
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
り
壮
大
で

不
思
議
な
景
観
を
生
み
出
す
。
夜
間
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
造
形
の
美
し
さ

が
一
層
際
立
つ
。
見
頃
は
１
月
か
ら
２

月
。
村
の
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
。

　
木
曽
義
仲
は
１
１
８
０
年
に
木
曽
で
旗
揚
げ

を
し
た
後
、
北
陸
に
進
撃
し
入
京
、
征
夷
大
将

軍
に
任
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
後
白
河
法
皇
の

策
略
に
よ
っ
て
鎌
倉
軍
に
敗
れ
31
歳
の
短
い
生

涯
を
閉
じ
た
。
義
仲
館
で
は
絵
画
や
人
形
を
使

い
義
仲
の
生
涯
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
と

共
に
、
北
陸
か
ら
京
都
周
辺
の
ゆ
か
り
の
地
も

写
真
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
山
村
代
官
屋
敷
の
手
前
、
復
元
さ
れ
た

二
階
建
て
土
蔵
造
り
の
建
物
の
中
に
は
、

島
崎
藤
村
の
著
書
初
版
本
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
書
画
な
ど
を
は
じ
め
、
石
井
鶴
三
の

彫
刻
に
よ
る
藤
村
像
、
地
元
の
考
古
資
料

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
前
庭
に
は
小

説
「
夜
明
け
前
」
の
原
稿
レ
リ
ー
フ
の
文

学
碑
が
立
っ
て
い
る
。

寒中に姿を現す　白川氷柱群

藤村の文学碑

風格がある山下家の座敷

木曽義仲像と巴御前像


